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概要
データは驚くべき速度で増加しています。クラウドコンピューティング、Internet of Things（IoT）、フラッシュス
トレージ、デジタル化などのトレンドにより、データの管理、転送、バックアップ、復元に使用するテクノロジー
に対するニーズがますます高まっています。ビジネスで IT を活用する割合が高まるにつれ、ビジネスに対するダ
ウンタイムの影響はより大きく、顕著になっています。ほぼすべての組織で、ディザスタリカバリとビジネスの継
続性、およびデータの効率的な拡張と管理が重視されています。

シスコのストレージ ネットワーク ソリューションは、新しいビジネスニーズに迅速に対応する、IT コストを抑制
する、コンプライアンス要件を満たす、システムを拡張する、システム中断時にもビジネスを継続する、といった
お客様のニーズに対応します。Cisco MDS 9000 ファミリは、次世代テクノロジーを念頭に置いた基盤をベース
に構築されています。お客様が、64G および 32G ファイバチャネル、Non-Volatile Memory Express（NVMe）
over Fibre Channel、インラインアナリティクスなどの高度な次世代テクノロジーを追加し、スケーラブルなフラッ
シュメモリを導入する際に大きなメリットを得られます。

ここでは、ストレージ インフラストラクチャのニーズに対応する際に Cisco MDS 9700 シリーズ マルチレイヤ
ディレクタを検討すべき 5 つの理由を示します。
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1. 優れた可視性を実現する統合アナリティクス
Cisco MDS 9700 は、業界初で唯一のスイッチ統合型 SCSI/NVMe トラフィックアナリティクス機能を備えてい
ます。32Gbps モジュールに組み込まれたアナリティクスエンジンにより、組織は、SAN 全体に及ぶ何万もの 
SCSI/NVMe IO フローをリアルタイムで包括的に可視化できます。お客様は、ファイバチャネルでの通信をリア
ルタイムで分析し、さまざまなメトリクスに関するレポートを作成できるようになりました。そのため、ネットワー
クにおける潜在的なパフォーマンスの問題を包括的かつタイムリーにモニタできます。競合他社は外部アプライ
アンスを使用した事後的なソリューションを提供していますが、Cisco MDS 9700 スイッチは、オンモジュールの 
Traffic Access Point（TAP）と Network Processing Unit（NPU）を使用するプロアクティブな予測型アーキテ
クチャを採用し、真のスイッチ統合ソリューションを提供します。

•  ハードウェアベースで分析するため、パフォーマンスが低下することはありません。 
•  I/O レベルのメトリクスは、スイッチごとに専用の Network Processing Unit（NPU）によって計算されます。
アプリケーションの動作は継続的にモニタされ、ベースラインを逸脱した場合に特定されます。

•  自動ベースライン設定と逸脱検出機能を利用して SCSI/NVMe フローを常時可視化することで、プロアクティ
ブな運用と情報に基づく意思決定が可能になります。
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2. パフォーマンスと拡張性
データ量は劇的に増加していて、この傾向は今後も続くと予想されます。データ量の大幅な増加に対応するには、
データセンター ストレージ ネットワークの拡張性を高める必要があります。

Cisco MDS 9700 シリーズ マルチレイヤディレクタは、スロットあたり最大 3 Tbps のスイッチング性能を備え
ています。また、フォークリフト アップグレードではなく、同じシャーシで将来的に速度をアップグレードできる
ように設計されています。ラインレートの 2/4/8/10/16/32 Gbps ファイバチャネル、1/10/40 Gbps FCIP ポー
ト、10/40 Gbps Fibre Channel over Ethernet（FCoE）ポートをサポートし、任意のスロットでファイバチャネル、
FCIP、FCoE ラインカードを制限なく使用できます。MDS ディレクタは、フレームサイズやスループットに関係なく、
予測可能な安定したパフォーマンスを実現します。MDS 9700 シリーズは、業界で最も高い拡張性を備えたス
ケールアウト /スケールアップ アーキテクチャをベースにしています。 

Cisco MDS 9718 は、ラインレートのポートを単一スイッチ内で最大 768 個まで拡張できる業界で唯一のスイッ
チのため、CapEx と OpEx を大幅に削減できます。
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3. 優れた信頼性、可用性、柔軟性
Cisco MDS 9000 ファミリは、信頼性と可用性に優れ
ています。MDS 9700 シリーズ ディレクタは、1 + 1  
冗長スーパーバイザ、N:N グリッド冗長電源、N + 1 
冗長バックプレーン ファブリック モジュールなど、す
べての主要なコンポーネントで冗長性を確保していま
す。ファブリックモジュールの N + 1 冗長性は業界初
で、モジュールの 1 つに障害が発生しても帯域幅が確
保されます。競合他社は同様の状況で帯域幅の半分
を失います。
MDS 9700 シリーズは、業界をリードするリンク復元
力も備えています。異なるラインカード、ポートグルー
プ、ポート ASIC に渡る最大 16 のリンクを 1 つのポー
トチャネルに集約できます（16 X 32 = 512 Gbps FC 
または 16 X 40 = 640 Gbps FCoE）。そのため、メ
ンバーポート、リンク、ラインカードで障害が発生して
も、論理ポートチャネルリンクは保護されます。
MDS 9700 シリーズは、Cyclic Redundancy Check
（CRC; 巡回冗長検査）機能を利用してフレームの整
合性をチェックします。破損したフレームがあれば入
力時にラインカードでドロップされるため、破損したフ
レームによってネットワークでフラッディングが発生す
ることはありません。
MDS 9700 シリーズ ディレクタはハードウェアベース
の高度な機能を備えています。スロードレイン状態を
検出してトラブルシューティングを行い、自動的に回復
します。スロードレイン検出は 2.5 マイクロ秒の精度
で行われ、発生後 1 ミリ秒という早さで自動的に回復
します。MDS スイッチは、スロードレインの重大度に
応じて、no-credit-drop timeout コマンドを呼び出し
てスイッチポートへの影響を抑制するか、スロードレイ
ンが発生しているデバイスを独自の仮想リンクに分離し
て、ファブリックの残りの部分に影響が及ばないよう
にできます。MDS スイッチと Cisco DCNM を組み合
わせることでファブリック全体を一元的に可視化でき
るため、スロードレインデバイスを迅速に検出し、トラ
ブルシューティングにかかる時間を数週間 / 数日から
数分に短縮できます。

Cisco MDS 9000 ファミリは、多くの高度な機能に加
え、最先端のマルチプロトコル コンバージェンス機能お
よび分散型ファブリックサービスを備えています。また、
ファイバチャネル、FCoE、Internet Small Computer 
System Interface（iSCSI）ゲートウェイ、IBM Fibre 
Connection（FICON）をサポートする統合マルチプ
ロトコル機能と、Cisco I/O アクセラレータ（IOA）や 
Data Mobility Manager（DMM）などのインテリジェン
ト ファブリック サービスにより、SAN を統合できます。
Cisco MDS 9250i マルチサービス ファブリック スイッ
チと 24/10 SAN 拡張モジュール（MDS 9700 用）は、
高性能 Fibre Channel over IP（FCIP）を利用してリモー
トに SAN を拡張し、remote-replication サービスや 
disaster-recovery サービスを実現しています。
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4. シンプルな運用
Cisco MDS 9000 ファミリは、プログラマビリティ、アナリティクス、管理機能、可視化機能を SAN に導入
し、運用をシンプルにしています。Power-On Auto Provisioning（POAP）機能により、スイッチのセットアッ
プが自動化され、設定の一貫性が確保されます。MDS 9000 ファミリでは、Representational State Transfer
（REST）API フレームワークの利用、ネイティブでの Python および TCL への対応、Ansible などのツールのサ
ポートにより、スイッチでのプログラミングがシンプルになり、短時間で効果的に行えます。Cisco Data Center 
Network Manager（DCNM）は、SAN をエンドツーエンドで一元的に可視化します。GUI ベースのユーティリティ
を利用した効果的な正常性モニタリング、診断、トラブルシューティングが可能です。
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5. 投資の保護
Cisco MDS 9500 ファミリは 2002 年に導入され、現在も世界中の多くのデータセンターに導入されています。
2 Gbps から 4 Gbps、8 Gbps、10 Gbps ファイバチャネルまで、複数段階の速度アップグレードがダウンタイ
ムなしで行われています。2013 年に導入された MDS 9700 シリーズ ディレクタは最大 32 Gbps ファイバチャネ
ルおよび 40 Gbps FCoE をサポートし、シャーシのフォークリフト アップグレードなしで、次の速度（64G FC）
にアップグレードできます。シスコは 10 年以上にわたって MDS 9000 ファミリへのお客様の投資を保護してき
ました。一方、競合他社は、速度を変えるたびに、主力製品の主要機器を何回もオーバーホールすることで対応
しています。MDS 9000 ファミリは、製品ポートフォリオ全体でマルチプロトコルをサポートしています。お客様
は、2/4/8/10/16/32 Gbps ファイバチャネル、1/10/40 Gbps FCIP、10/40 Gbps FCoE、FICON の中から選択
できます。また、同じプラットフォーム上でファイバチャネルと FCoE を混在させることも可能で、スロット数や
配置にも制限はありません。Cisco MDS 9000 スイッチは、ハードウェアを一切変更することなく、NVMe over 
Fibre Channel と FCoE に対応できます。速度とプロトコルに関してこのように柔軟に対応できる SAN スイッチ
は、Cisco MDS 9000 スイッチだけです。
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まとめ
シスコは、2013 年に MDS 9700 シリーズを発売した際に投資を保護すると約束しました。そして現在も、同
じお客様が既存の MDS 9700 シリーズ ディレクタをアップグレードして 64G ファイバチャネルに対応しなが
ら、32 Gbps のファイバチャネルでもシームレスなフロントエンド接続を実現しています。同じことを競合する
ソリューションで実現するには、高リスク、高コストで時間のかかる大規模な機器のアップグレードが必要です。
新しい 32 Gbps ディレクタでは、組み込みのアナリティクスエンジンを利用して優れた可視性を実現しています。
お客様は機器を大幅にアップグレードすることなく、次世代のモニタリング /アナリティクス ソリューションを導
入できます。MDS 9700 シリーズは、次世代テクノロジーを念頭に置いた基盤をベースに構築されているため、
新たに導入されたソリューションは、NVMe over Fibre Channel などの新しいテクノロジーにも対応できます。
そのため、お客様の準備が整い次第、同じ MDS 9700 シリーズ ディレクタを使用して NVMe ベースのソリュー
ションにシームレスに移行できます。
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